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　西教寺進徳日曜学校だより

　今日したこと　

　保護者のみなさんへ　

　この次は、７月６日（土）９時～

　　　　　　

　●『仏教こども新聞』まちがいさがし
　●おはなし「お精進」
　●ゲーム　新聞島・ことば遊びカルタ　
　　　　
　　　　

●●●●●

○仏の子ＭＬ（メーリングリスト）はいかがでしょう？○仏の子ＭＬ（メーリングリスト）はいかがでしょう？○仏の子ＭＬ（メーリングリスト）はいかがでしょう？○仏の子ＭＬ（メーリングリスト）はいかがでしょう？○仏の子ＭＬ（メーリングリスト）はいかがでしょう？　

　思いつきで申し訳ないのですが…。ＭＬ（メールリングリスト）ってご存知ですか？思いつきで申し訳ないのですが…。ＭＬ（メールリングリスト）ってご存知ですか？思いつきで申し訳ないのですが…。ＭＬ（メールリングリスト）ってご存知ですか？思いつきで申し訳ないのですが…。ＭＬ（メールリングリスト）ってご存知ですか？思いつきで申し訳ないのですが…。ＭＬ（メールリングリスト）ってご存知ですか？

　普通の電子メールといわれるものは、ＡさんからＢさんにとか、ＡさんからＢＣＤさんにと、アドレス
（宛先）を指定して出しますが、ＭＬの会員になって登録しておくと、１人がＭＬのアドレス（宛先）に
投稿すると、自動的に会員全員にメールが配信されるのがＭＬです。

　例えば、Ａさんが「家族で食事に行きたいのだけど、お勧めはありませんか？家族で食事に行きたいのだけど、お勧めはありませんか？家族で食事に行きたいのだけど、お勧めはありませんか？家族で食事に行きたいのだけど、お勧めはありませんか？家族で食事に行きたいのだけど、お勧めはありませんか？」と投稿す
ると、会員全員に配信されます。それを受け取った会員の中で、Ｂさんが「○○○がおススメ」と返信ボ
タンを押すと、全員にこれが配信されるということになります。もちろん、全員に知られたくない込み
入った返事なんかは、ＭＬで返信せずに直接Ａさんのアドレス（宛先）にすることもできますし、ＲＯＭ
（読むだけで返事を書かない）もＯＫです。アドレスは、携帯メールやパソコンのメールのいずれも可能
です。でも、どちらかがないとだめなんですが…。

　とりあえず日曜学校の連絡毛として便利かな、なんて（結局そういうことか！なんて思わないでくださ
い）…。できれば、初参式とか入学報告式とか、ご縁のあるご保護者に広げていって、子育ての悩みとか
疑問、その他さまざまな情報交換・意見交換なんかもできれば、とても有意義で便利なのでは？と思うの
です。先輩からのアドバイスももらえるし、結構可能性は無限大です結構可能性は無限大です結構可能性は無限大です結構可能性は無限大です結構可能性は無限大です。

　とりあえず、日曜学校の会員ではじめられたらいいなぁなんて思うのですが、如何でしょう？
ぜひとも、下のアドレスいずれかにご返信下さい。面白そうとか、もっとこうした方がいいと
か、ご意見をお聞かせ下さい。お待ちしております。

Email：chinei63@enjoy.ne.jp 　携帯：chinei63ssmy@docomo.ne.jp

●初参式・入学報告式の写真●初参式・入学報告式の写真●初参式・入学報告式の写真●初参式・入学報告式の写真●初参式・入学報告式の写真
をお聞かせ下さい。お待ちしております。初参式・入学報告式にご参加下さり、ありがとうございます。
もうすぐお手元に、記念写真が届くと思います。それに先だって、拙ＨＰでご紹介させていだだきました
のでご覧下さい。
http://www.ttec.co.jp/~chinei63/temple-contents.htm

●子どもがウソをつくとき●子どもがウソをつくとき●子どもがウソをつくとき●子どもがウソをつくとき●子どもがウソをつくとき③③③③③
　　　　　　　　　　（真田忠美『こころの扉を開く－臨床心理学覚え書き－より』）（真田忠美『こころの扉を開く－臨床心理学覚え書き－より』）（真田忠美『こころの扉を開く－臨床心理学覚え書き－より』）（真田忠美『こころの扉を開く－臨床心理学覚え書き－より』）（真田忠美『こころの扉を開く－臨床心理学覚え書き－より』）

　

　ほゞこの子の心の世界が了解できて、「あゝ、だからこの子はこんなことをせざるを得なかったのだ
な。」と、この事件に関しても了解ができたならば、次へ進む。
　「うん、大体わかった。それで今は、自分のしたことをどう考えてる？」と優しく今の反省の気持ちを
聴いてやる。自分の気持ち、苦しさや寂しさなどをわかってもらえたならば、心は自然と落ち着いて、冷
静に客観的になり、素直に反省ができやすくなるものである。
　親や教師は、このときに、こゝぞとばかりに追い打ちをかけやすいので、重要注意の要るところであ
る。こゝではこれ以上説明や説教はしないように心がけること。子どもの言うことを、「そうか。なるほ
ど。うん。よっしゃ。」と聴くだけで終わるように頑張るのである。（つづく）

です。
　ともだちたくさん誘おうね！


